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の で報告す る．

　 HVち，こ れらと PC −G 或 い は PC −V を Cross　 over

し て 血中濃度．　尿 巾濃度 差 測 定 し，　ま た 羊水，　臍帯

洫 ， 惡露 へ の 移行濃 度を検 し た．こ れ らは カ ツ プ 法 の 木

村氏変法 に よつ た もの で静注 FIIsu剤では 投 与後 1 時間 ，

経 口 投与 では 2 〜 3時 閲 で最高 の 血 中濃度 を と る ．ま た

．羊 水 ， 臍帯血 ， 悪露 へ の 移行も明らか に認 め ら れ ， 特 に

；Dimethoxyphenyl −PC じこ於 て は ， 母体 血 中の 約 2 分の

1 の 濃度が 儕帯血中に移行す る．

　ま た 入院患者膣内 か ら分離 し た コ ア グ ラ
ー

ゼ 陽 性 ブ ド

ウ球菌に対す る感受性 を ， 試験管内倍数稀釈法に よ り検

した と こ ろ， Phenoxyothyl 　PC は実地使用後未 だ 1 年

た らず であ るが ，既 に 感受性 の 低 下 が み ら れ る．こ れ に

対 し Dirnethoxyphenyl 　PC で は 1．25〜 5．Omcg！ml の

澗 で発育を阻 止 す る．更に産婦人科領域 の 感染症 に 重要

な 嫌気性菌 の 発育阻 ［h濃度 も検 し た ．

　 そ の 他 ， 試験管内に於 け る耐性 獲得，交叉耐性 ， 及 び

臨 床成綏に つ い て も報告す る．

　59． （示）腟 カ ン デ ィ ダ症 の 新検査法に つ い て

　　　　　　　　　　　　（日赤 中央）永弁　英男

　膣 カ ン デ ィ ダ 症は ，抗 生 物質が 繁用され る た めか ， 最

近増加 の 傾向に あ り， 我 k の 外来で も屡々 遭遇す る 様に

な っ た が ，そ の診定は通常分泌物 の所見 に よ る た め 不 的

確 な 場合 が 多い ．私は Nickerson 培地 の 特異性 ，　 Ny ・

lander 尿中糖定性検 査 の 原 理 及 び 廉価 な 次 硝酸ビ ス マ

ス ， 炭酸 ソ
ーダー等 を応用 して ， カ ン デ ィ ダの た め の 選

擇 培地 （一種の 寒天培地） を作成 した ．本培地は 菌類 の

み が発育 し得 る特 異培 地 で あ り ， 殊 に カ ン デ ィ ダ では 室

温 乃 至体温程度 （培 地 を上 衣 の ポ ケ ッ ト内 に 保持す る ）

で24〜崔8蒔 間内 に 白色の コ ロ ニ ーとして 発育 し ， 72〜86

時間で そ の 中心 よ り漸次茶色 とな り ， 4 口 日には茶褐色

に 変色す る と云 う特性 が あ る．以 下 こ の 特異 な性質 を利

用す る本 症 の検 査 法 に 就 き ， そ の 実施成績 を報告す る 。

　 6  ． （示 ） コ ル ポ ス コ
ープ に よ る 子宮腟部 ビ ラ

ン の 時期的変化に つ い て

　　　　　　　　　　（市立 川蛸病院 ） 早川　信義

　子宮癌 の 早期診断と して ，最近 コ ル ポ ス コ ピー
が 重要

観 さ れて 来 た ．こ オしは現在子宮腟部に 前癌性変化を発見

する こ とに 意義があ り，
い わ ゆ る 狙い 切除の た め に か く

べ か らざ る手段とな っ て 居 る ド私は 川崎市立 川崎病院 に

お い て ，膣部 ビラ ン 患者約 300余名 に対 し，コ ル ポ ス コ

ピー
を行い ， 同時に細胞診及び組織診と比 較検討を行 っ

た ．又 特に 炎症性変化に 関連 して発生 せ る赤色点及び赤

色斑等に っ い て ，そ の 原囚追求 と各種治療 を行 い コ ル ポ

ス コ ピー
所見変化 の 経過観察を行 つ た．コ ル ポ ス コ ピー

は 子宮腟部表面 の 惡性変化を 見出し細胞診及 び 組織診を

併用 して 癌 の 早期診断に 用 い ら れ て 居 るが ，そ れ ら の コ

ル ポ ス コ ピー一所 見の 変化は た え ず 時 と と もに 変化 して 居

り，必ず し も
一

定 り 状態 に 止 まつ て 層 る訳では な い ．炎

症性変化 と して 出現す る赤色点及 び 赤点斑 も， 種 々 の 条

件 に お い て そ の 出 現 形 態排列な ど の 変化 を 見出す こ とが

出来 る．即 ち子 宮腱部 ビ ラ ン 面 の コ ル ポ ス コ
ープ所．見は

炎症が存在す る場合は
一
定不変の 桑の ではな く， 時 々 刻

k に 酊逆性 変化 を して ．居 る もの で あ る こ と を 観察 し た の

で こ s に 報筈す る．
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61． （演）妊娠成立機序に 関する研 究 （其 の 1）

　　　　　　　 （東邦大）林　基之，
SC
木下　佐

　　　　　　 岩城　章 ， 百 瀬和夫 ， 江 口貞雄

　　　　　　 野 口昭二 ，竹下文雄 ，竹下壽子

　　　　　　 田 中浩 ，斎藤 イ サ ヲ，谷中昭夫

　　　　　　 田山 二 郎 ，郭 博文，丹羽義郎

　　　　　　 大木康志 ， 小野丞二 ，安田　貢

　　　　　　 岡腎雅幸，西平守之 ， 陽　文勳

　　　　　　 本田昭博 ， 平塚　肇

1）　不妊症 の 妊娠成立 ：　 妊娠成立機序の 研究に は不

妊症患者が 妊娠 した 場合 の 分析が 極めて 重要で あ る．

1961年 1 月 1 日 よ り11月30日迄朿邦大学病院産婦人 科外

来 を訪 れ た不 妊 症 患 者 総 数 は 392例で原因別統計で は 今

迄 の 報告 と大差は な い ．妊 娠総数21例中，卵管形成術4
，

AIH 十 ホ ル モ ン 療法 1 ．ホ ル モ ン 療 法 1 ，試 験掻爬 2 ，

HSG 後 4 ，薬剤通水 2 ，無治療 丁で あっ た 。 2）体外

受精 ：　開腹時 卵 胞内 叉 卵管内 よ り採取 した未 受精卵 を

培養し， 夫 の 精 子 に よ る体外受精 を行 っ た が 現在迄略確

実 な 例が あ るが ， 単為生殖 と の 鑑別 が 可 な り困難で あ

る． 3） 人 工 卵管 ：　 全 卵管閉塞症 治療 の 新法 と し て ，

硫黄を含 まない ゴ ム に よ り卵巣を包み ， 子宮 と腹 壁 と を
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